
わが国におけるギスラム研究（一）
　　　　　　　　　　　　　　　　　一中国篇’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　羽　　田　　　　明

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ユ）
　わが国における中国／fスラムの研究は、1911～1£年（明44層（元）、遠藤控佐喜、桑原

隅蔵の両氏、とくに琴原博士によって、その口火が切られた。つとに東西交通史に多大の開O・．

をもたれた博士は、イスラム教の中国伝来の問題に関連して、唐代のものといわれる西安の創

建瀬寺塚 A轡暉法上の關を申硫ζれ樋代の偽作にほかならないこζを

明快に論証されたが、名箸「華寿庚の事蹟」（1923、再版1935＞においては．重用在住の
　　　　　　（3）
アラブ人（？）潔癖更・の閲歴を明かにされただけでなく、唐宋時代の中国におけるイスラム教

徒の状態や東西交通麹上の多くの難問を解決されたし、1階唐時代に麦那に来住した西域人に

嘗て」（内藤搏士還暦祝賀麦那学論叢、1926）のうちでも、イスラム教徒の東回についてい

くつかのすぐれた見解を堤示された。翠巌時代の中国イスラムの研究は、桑原博士によって、

ほとんどその基礎が築かれたといってもよい。

　この思元明以後の中国でイスラム教徒を指す回回という名称の起源を考察して回維説を補・
　　（4）
正された桑田六郎博士は、やがて即吟清初に躍出したイスラム教徒出：身の学者たち、いわゆる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）
“回儒の略伝とかれらの著作の概略を紹介し、西欧学者の誤を正されたが、ついで自から中

　　　　
国に遊び洛地の瀬寺を畝・

ｱの旅行中の購。交灘㈱見を鰍て轍～1～た．その

5ちには、中国イス7ム史についてめいくつかの注目すべき見解一たとえば、先きに桑原博

士が取上げられた闘書所載の武徳中（6ユ8～26）にイスラム教が揖来したという伝説の再批

判や、溝真寺という名称についての解釈など一がみえている。

　イスラム、回教事情、回教圏などの諸雑誌があい前後して創刊された1937～38年ごろを境

として、わが国における中副スラ’ムの研究は新しい段陶・はいった・とし・うのは、文献学的

な研究が一段と活発になったばかりでなく　その不備を補う社会学的な現状調査もようやくさ

かんに行われるようになつ р轤ﾅある・ま一三駄二心明記姻イスラムの研
内究が首位を占めるようになったのも一つの特徴といってよい。

　文献学の分野でもっとも精力的な研究活動を行し＼．もっとも多くの業績を挙げたのは、その

前途を嘱望されながら、なお若くして昨年物故した田坂興道学士であった。氏の研究は大体次

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　・・　　　　　　＿ユ」



の三つのグループに分類できる。第一はイスラム教の中国旧来の伝説を取扱つたもの、第二は

中國イスラムにおけるペノkシァ的要素の優越を三舞したもの、第三は中国イスラムの社会史的

考察である。

　ま携一のものにっukr（いze・r．イスラム教の中国三訂の大業三年（607）の事件と・レ

唐の太宋の貞観二年（629）にはじめて清真寺が建てられたと伝えている大同の敷回漕真寺碑
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）　・　ig
記が、結局は西安の創建灘i‘寺神文の模作にすぎないことを論証した論文、中箇最初の伝教者

として有名なワツカ『■Wa　q，q百sの齢ま元宋鵬こ灘」鷹準に出し紬㊧であ

る””・その起灘恐らくベノレシア｛’c・あるであろうことを擬し櫛客・、「曾て縣鱒‡嘩解

源拷えて撫麻ま嚇うるとさ才t回書卿ラ磁伝来鰍撒討b）桑田博士

の批判を難い焦それが到三代以前には協ないものであることを三論論素心南，る・

第二のグ・レープ戯するものには・元史天交志や元曝髄こ械る酉鱗辛の愁二藍『

や書物の名称がペルシア語であることを確かめ、いわゆる回回暦法の性格を考察して、．．一そ燕が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（lo）
ペルシア系のものに醤かならないことを明かにした言敏、華夷訳語中㊧回旧館翠語の誇句を解

・釈し凶レシηζ限6’“＝・広 ﾔラム系諸国と幟祓渉甑ペルシア三際瓢
て硬用されたことを論証した論丈、申国イスラムの用語中にみられるペルシア的要泰中国イ

スラムの交献にみられるペルシア的要素・中園のイスラム教学におけうべ々シア的なイスラム

㈱蟻の雛などを教た巖縁ある。

　第三のグループに属するものとしてをま・rpasのイスラム三徳まもともと外来の移住旧記り、

崩代以後ようやく漢人化した滅結融戸国社会における異質的三体として現在にいたったこ

とを述べ、属族としτはともかくも、政治。社会的には別に取扱う必要があると論じた序説的
　　（ユ3）

備燃じ ｼ、轡こ緯る綜イスラム雛の改姓問題を手がかり・とし’（一その漢人化の

過程を考察した論交，明代後期の’イλラム教簿賊の活動地域，状況を検討するとともに、な

ぜこのころから継続的にこのよ5な厘乱が起るよう峰なったかの原因を考えて、中国における

糎轍｣面的地位の低下と・これ畔含イスラ徽の中国槍脚鱗畿の浸
透を指摘した論交などを挙げることp：できるp　；；・．一　；1t．t．

晦の辮外回懲申三冠雛㊧間には嘩レ豪い鵠櫓磁翫
発馳靴柵スラムの社会鋤脇こ「石搬じ紳嚇欝坤髄騨靴蝉
恥たイスラム雛とくに蝋飢し砥動したイス塾三二曄猷品品鱒

慨幅社会と嚇こ擁した稲を考察し動ζや響職こ軸燦車か叡感結「
掲は不幸な壕壕を遂げた；人のi人物を、＝、この串う蓼輩劇の糞入公≧して描写した同に葦考ρ論
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　（ユ7）

　文．清朝実録から満代におけるイスラム教徒反乱関係の資料を抄出し、こO資料の分析を通じ

　て、イスラム教徒の分布地域職業、かれらの反社会的行為、回漢の対立互躍などを巨腕的に
　　　　　　　　　　（ユ8）
　考察した軽口学士の論文、聖代イスラム史に重要な意義をもつ、いわゆる新教の成立．展開を
　　　　　　　　　　　（ユ9）
　取扱つた同じi著者の論交などがもっとも注意される。

　　調査報告では、ユ940年にその報告が公刊された満鉄北支経済調査所による奉北のイスラ1、
　　（20）
　教徒の調査194ユ～42年に、仁井田陞博土ゐミ北京et）工商ギルド調査の一一一一SCとして行ったイス

。。灘商工人緬。ついて漏壷。もあ紘㌔、、、一44敏謝忍獺を榊者、し

　て行われた蒙彊イスラム教律の調査は、もっとも注目ずべきものといってよい。中国・fスラム

幣の幣・聯璽響胴・群雛ρ纏緻織覗状から斯て重篤の空
　白を埋めなければならないとする教擾は、象戴回民の分布と系統、土煙寺と宗務者、教胞郷

・・ 兼蜍ﾁ羅繋叢翻鴬野ニ阿附蕪漁
たが、辺境地帯として誉粛縮似た条件にある蒙心地欧おいても、やはりイスラム教勧聞

　に、華北型と内蒙古型とでもいうべき二つの類型があり、その相違がかれらの社会生活の各方

　面にわたって現われているという説は、傾聴に値する。この調査た参加した佐臼学士には、イ、

轡欝？組御桝鞭噸の宗鶴野と生活習脚スラ畷の習騰
取扱つた報9．中国イスラムのペルシア譜アラビア語の経典約四＋五種を調査し、ぺ・レシア

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（26）
　系イスラム要素の東漸の時期、中国イスラム文化の系統、その構成要素等に論及した報告など

　がある。

　　．　’・　．　一　，　．i．．　C2？J　，．．　（28）　　以上のほ瓜イスラム建築につい酒ま、伊棄忠斌士や村田治郎博士1織こ村堕博士の論考
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’（29）　（30）

があるし・イスラム炎wや群r町尊岬戦士悔内瀾士『講などもあって忍
術や科学についても駿が進められτし・る．ただ中断イスうめ研究嫉全体としてみれt・ir．

　なお未開拓の感を免れないσそれ1とほ、資料のネ足をばじめ、多く・あ原因が考えられるであろ

　う瓜根本的にはわが国におけるイスラム史研究そめものの棄発達めぜいとみて誤るまい。こ

とに、アラビナ語ぺ、湯ア認ト、。コ語なあ知諦職蜂臥中国以鉱め研究。轍命

　的な障害になっていると思われる。啓蒙的ないし紹介的な論女は別として、いわゆる回国め著

書の頒罐撫。れ。で灘。てPt．、，、mbibたの愚瀦局赫ジ加頑料、の

葛綱・困難だつたか魔ちがいない．西拶硬の輪紘麟ゐ嚇される理＄、t・e’。にも

　み出される。
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　　　　　　　　　　返　faw飛1ヱに就　い　て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一r　　　　中村講次郎

ma筆叡・輔・・パース騨三三1鴨撫傭｝（単数赫納a♪に出て回したこ

つの轍を襯する機会を鰍・一つは、勇逼駄学四部鞠靴朋徽櫨縫観蝋アツ

バース騨鋼一考撫あi）・今一つ1み・一・ドブ・一一＋tン翫務ラム醐第一章影魚

ArabとMawaliとの航争である軟逓awaHに就いては・蜘こA貰ibとの関係に於いて・ア

ツバ蝋ス朝社会の特質を遺憾なく表示しているた猷佐藤氏は、遜awaliに就いてはとも角、

同論文を未だ完結しておられない時に、その論交に就いて書くことは素より憂慮されろが、ここ

に一筆して同氏の叱責を賜おれば幸甚の至である。

’7，、一一．　FIアミ「ツ氏は1887年工s7ブトのカイ・』で生れ削スラム学者であって・その辮

「イス弘の朝」は「イスラムの黎捌の続編として1933年力4　Ptで出門れた、鳶1醐ア・バ

ース朝時代の社会、思葱交化、宗薮の各方面に亘る研究書である。時代的には佐藤氏が対象と

され溶アツバ歌朝の鰹欺就中ア・v．マフデ4一・よリアツ．ラシー脳至麟糊に櫛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　5　一一一


